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1912 6 1573 ―
1913 4 487 ―
1914 1 130 ―
1915 9 1951 ―
1916 8 458 ―
1917 8 1148 ―
1918 50 6105 ―
1919 84 9011 254
1920 81 4599 173
1921 36 3403 120
1922 46 1799 479
1923 72 6041 524
1924 45 5751 318
表 2　賃金状況（単位：円）16）
釜山 全国平均
家作大工 日本人 3.33 3.66
朝鮮人 2.38 2.35
中国人 － 2.30
左　官 日本人 3.63 3.93
朝鮮人 3.05 2.45
車輌製造 日本人 2.40 2.83
朝鮮人 3.46 2.07
製靴工 日本人 2.30 2.00
朝鮮人 2.65 1.96
活版植字工 日本人 2.00 1.65
朝鮮人 2.40 1.48
人力車夫 日本人 3.00 2.00
朝鮮人 2.87 2.30
担　軍 朝鮮人 1.23 1.10
（朝鮮総督府『統計年報』1921年度版）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































集計では53労組， 6 万 8 千人）に達した。この
(197)



























































































































































































































































































































































































































































































































9 ） 이상철（李相哲）『한국지역 노동연구 연구（韓国
地域の労働運動研究）』한울 （ハンウル）1990.최장

















































28） 성한표（ソンハンピョ）「8・15직후의 노동자 자주
관리운동（解放直後の労働者の自主管理運動）」，
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